
令和４年１月２３日



１４：００ （５分） 挨拶・前回のおさらい（説明）

１４：０５ （１５分） 意見のとりまとめ（説明）

１４：２０ （５分） 意見交換について（説明）

１４：２５ （９０分） 意見交換（休憩含む）※

１５：５５ （５分） 総評・閉会

本日のワークショップは、約１２０分を予定しています（下表参照）

なお、意見交換の状況によっては、時間が延長になる場合があります

※意見交換のタイムスケジュールについては、後述しています

○本日の流れ
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駅前広場の使い方・しつらえについて意見交換

第１回 令和3(2021)年9月26日(日) 14～16時

第１回ワークショップの意見をもとに
整備（案）の提示及び意見交換

（※バリアフリーチェックシステム・都市景観デザイン相談も活用）

第２回 令和3(2021)年11月21日(日) 14～16時

第２回ワークショップの意見をもとに
整備（案）の提示及び意見交換

第３回 令和4(2022)年1月23日(日) 14～16時

○ワークショップ全体スケジュール
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○ワークショップ意見(A・C班)
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○イベント
○シェルター・ベンチ
○タクシー
○舗装
○地元意見の反映方法

などに関する意見が挙げられました。



○ワークショップ意見（Ｂ班）
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○シェルター下の利用・しつらえについて
○ロータリー島の使い方・施設配置について
○歩道部分の施設について
○その他全体について

などに関する意見が挙げられました。



○ワークショップ意見（Ｄ班）
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○広場部分とシェルターの大きさについて
○各種施設の設置について
○見直しポイント
（屋根、デッドスペース、フォトスポット）

などに関する意見が挙げられました。
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○意見とりまとめ

１．イベント利用＋施設に関する意見

２．シェルター・ベンチに関する意見

３．広いたまり空間に関する意見

４．足（をイメージした施設）に関する意見

５．鉄道・タクシー事業者に関する意見

各班から多く挙げられた意見を以下にまとめました。
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○対応方針

１.「イベント利用＋施設」に関する意見・・・

・様々なイベント利用・使い方について
・（特に飲食を含む）イベント開催時の設備施設について
・イベント利用に使える範囲・ルールの確認

• イベント開催時の設備施設については、他事例を参考に電気設備施設等の
設置を検討する方針です（地域団体等と維持管理に関する協定等が必要）。

• 排水施設については維持管理・衛生面上の問題があり設置は困難です。

• イベント利用に使える範囲・ルール等については、今後警察協議を行い検討
する方針です。

「イベント利用＋施設」に関する対応方針
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○対応方針

２.「シェルター・ベンチ」に関する意見・・・

• シェルターの大きさについて（より大きく）
• ベンチの数、形状について（より多く、連続的に、素材など）

• シェルターについては、イベント利用時に広場スペースを最大限確保する
ために支障のない範囲のみに設置します。

• ベンチについては設置しますが、場所等の詳細については検討中です。

「シェルター・ベンチ」に関する対応方針
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○対応方針

３.「広いたまり空間」に関する意見・・・

• 阪急タクシー隣（南側）のスペースの扱いについて
• インフラ（の設置スペース）

• 広いたまり空間については、有効活用方法を検討中
です。

「広いたまり空間」に関する対応方針
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○対応方針
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４.「足（をイメージした施設）」に関する意見・・・

• 足形ベンチ、遊具（けんけんぱ）、ブロック、シンボルなど

• いただいた意見の施設の設置に向けて検討中です。

「足（をイメージした施設）」に関する対応方針



○対応方針

５.「鉄道・タクシー事業者」に関する意見・・・

• 乗り場に関する意見（箇所数、位置）
• 動線や安全性に関する意見

• 今後各事業者と協議を行い安全対策等について検討する方針です。

「鉄道・タクシー事業者」に関する対応方針

13



14



○都市景観デザイン相談（第２回）での意見

駅前広場のデザインを考える上でのポイントについてご意見をいただきました。

〇舗装の色調
馴染みやすい色であるアースカラー系（ベージュ系）またはグレー系が望ましい。

〇施設の色調
舗装や周辺施設とあわせて考え、ダークグレー系またはダークブラウン系が望ましい。

〇植栽の樹種・配植方針
ウメを主役・シンボルとして配植するなら、周辺の植栽はウメを引き立たせるような
脇役・裏役になるような樹種が望ましい。

等の意見をいただきました。
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○平面図（第２回ＷＳからの変更点）
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※本計画平面図はイメージであり、完成形を示すものではありません

交通島内部

• 西側にウメを主役にできるよう
な配植に変更しました

• 東側は空地として活用できる
スペースを確保しました

（全体）色調

• 舗装の色調をアースカラー系
（ベージュ系）に変更しました



木調シェルター 耐震性貯水槽

広場スペース

取り外しバリカー

御神木
（シンボル）

サークルベンチ

石畳風舗装

憩いの空間

案内板

○駅前広場平面図（とりまとめ素案）

※本計画平面図はイメージであり、完成形を示すものではありません

照明

防災ファニチャー

喫煙所

花

梅の木

有効活用方法を検討

案内板

足をイメージした施設

ベンチ

詳細検討中
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○全体平面図（とりまとめ素案）
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※本計画平面図はイメージであり、完成形を示すものではありません

石畳風舗装

連続的な
景観整備



○鳥瞰ＣＧ（とりまとめ素案）

※本CGパースはイメージであり、完成形を示すものではありません
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ワークショップとは・・・
共通の課題を設定して、これを解決するために
参加者がともに 議論・協働作業を通じて、
お互いの考え方や違いを学び、協力し合いながら
解決案などをまとめていく作業です。

ワークショップのルール

・人の意見を否定しない
・自分と違う意見も尊重する
・お互いの話をよく聞いて、積極的に意見交換

NG

OK！

○ワークショップのルールとは
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駅前広場整備後の将来について議論しよう！

○本日の意見交換のテーマ
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ポイント
• 第１回、第２回では「これからつくる」駅前広場について議論してもら
いました。

• 本日の議論では見方を変えて、本日の計画案が実際に整備されたと仮定
して議論を行ってください。



駅前広場整備後の将来について議論しよう！

○本日の意見交換のテーマ
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議論の視点（例）
 整備後の駅前広場をよりよく活用していくために必要と考えられる

ルールや仕組みづくりなどは必要無いでしょうか。

⇒どんなルールや仕組みづくりが必要そうか議論しましょう。

 駅前広場が整備された後の周辺への影響はどんなことが考えられる
でしょうか。
⇒いい影響をもっと良くするには何が必要か議論しましょう。
⇒よくない影響を小さくするには何が必要か議論しましょう。

 駅前広場がよりたくさんの人に使われるには何が必要でしょうか。
また利用者が増えるとどんな影響が起きるでしょうか。
⇒未来を想像して、自由に議論してみましょう。



・各班の机に置かれているワークシートを使います
・駅前広場整備後の将来について、意見交換してください

駅前広場整備後の将来に関する
意見のふせん

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

〇意見交換の進め方

例）
○○に関するルールづくりが必要
利用者が増えると△△がもっと必要
数年後には●●がもっと大事なはず！

（第３回ワークショップ ワークシート）

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○

○○○○
○○○○
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意見交換は、９０分を予定しています

５分 自己紹介（お名前と地区での思い出など、一言）

５分 駅前広場整備後の将来に対する意見を各自で考えて、ふせんに記入する

少なくても、１人３枚以上記入する（シンキングタイム）

30分 それぞれ記入した意見を発表する

また、ほかの人の意見を聞いて、思いついた問題点等をふせんに記入し発表する

10分 休憩（換気作業）

20分 班で出た意見を取りまとめる

20分 全体発表（班の代表者または司会）

私たちの班では、○○の使い方をしたいと考える人が多く、
特に、△△の雰囲気をもった、□□の施設を設置する・・・
いかがでしょうか？

Ａ班では、○○の使い方をしたいと考える人が多く、
特に、△△の雰囲気をもった、□□の施設を設置するなど、
●●でした。

○意見交換のタイムスケジュール
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説明は以上になります。

各班で活発な意見交換をお願いします！
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